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内容 

本書は，平成 25 年に発行され，好評を得ている「簡易裁判所における刑事公判の理論と実務」の改訂版とし
て書き下ろされた解説書です。 
本書（第二版）では，初版発行以降に施行された「自動車の運転により人を死傷させる行為等の処罰に関す

る法律」，「刑の一部の執行猶予制度等」等に加え，窃盗症（クレプトマニア）についての貴重な記述も追加され
ています。さらに，裁判例についても，平成 30年度までの判例を加えて一層充実されています。 
刑事公判（第一審）を担当される裁判所職員，弁護士等の皆さまに大変有用となる一冊です。 
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